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概要

はしご車が接近あるいは架ていできない建物の高層階で火災が発生した場合，建物の外側から消防活動

を行うことは困難であるため，屋上に支点を確保して建物外壁面を昇降し目標階に消防活動拠点を設定す

る消防用ゴンドラの開発が必要とされている。

今回，消防用ゴンドラを試作した。この消防用ゴンドラは可搬，仮設式のデッキ型ゴンドラを基本とし，

2本の用りワイヤーロープと昇降装置により昇降するものであり，諸元性能は次のとおりである。

(1) 寸法，重量長さ約1，700x幅約800X高さ約1，100mm，約290kg

(2) 積載重量 200kg 

(3) 昇降装置 エンドレスワインダー，モーター

(4) 昇降速度 12m/min 

(5) 揚程 50m (ワイヤーロープ長さ 60m) 

(6) 動力三相交流 200V 

There is a great need for the development of a gondola which can apply to use of fire 

companies attacking from the outside wall when the case arise that an aerial ladder track can 

not approuch a hight rise bulding which is on fire. 

We experiment the gondola. The gondola is based on a carrying， temporary gondola. 

The gondola is rised and falled by equipment of rising and falling and 2 wire-ropes. 

(1) Dimension and weight 1，700 (L) x 800 (W) x 1， 100mm (H)・and290kg 

(2) Carrying capacity 200kg 

(3) Equipment of rising and fall Endless-winder and Motor 

(4) Rising and falling speed 12m/min 

(5) Rising and falling distance 50m (Length of wire-rope 60m) 

(6) Electric power Alternating current 200 voltage 

1 .はじめに

近年，建物の高層化，大規模化に伴い，高層階

で発生する火災等の災害も増加の傾向にある。

このような高層建物の高層階で-.e.火災が発生

すると，濃煙熱気のため消防隊員が屋内に進入で

きなかったり，高層階のためはしごが届かなかっ

たり，あるいは違法駐車車両や道路が狭あいで，
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はしご車が直近に部署できない等，消防活動を行

う上で種々の問題が提起きれ，消防戦術面や消防

装備面において抜本的な発想の転換が必要とされ

ている。

このため，中高層建物の屋上に支点を仮設し，

建物外壁面を昇降して高所外壁面に消防活動拠点

を設定することのできる消防用ゴンドラ(高所消

防活動装置)を試作したので，その概要を報告す

る。
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2.諸元性能

今回試作した消防用ゴンドラの諸元性能は，表

lに示すとおりである。

表 1 試作したゴンドラの諸元性能

積載重 量 200kg 

昇降速度 12m/nin (max) 
昇降電動機

使用電力 1.0KWx 2台

形 状 1 . 71 0 x 803 x 1 . 100mm 
ケージ

重 ;c，{ 292kg (照明器具付保護枠を除く)

電 源 三相交流 200V

揚 程 50m (ワイヤーロープ長さ 60m)

総 作方法 押釦操作

通信装置 インターホン(ケージ内~地上)

自動傾斜矯正装置

上限巻過防止用リミットスイッチ

下限巻過防止用エンドクリップ

非常停止装置
安全装置

漏篭しゃ断器

非常時の昇降装置(手動ハンドル操作方式)

ワイヤーロープ掴み装置

昇降箭IJ動機(メカニカルブレーキ，電磁ブレーキ)

制御盤

突りょう，上アーム式自在フック

支持金具 下アーム式自在 フック L型自在

付属装置等
フック， s型フック

ワイヤー
吊りワイヤーロープ

ロ ー プ
掴み装置用ワイヤーロープ

台付けワイヤーロープ

ケープル
電源ケープル(供給用，給電用)

制御ケープル

3.主な構造

(l)形式，昇降方法

ゴンドラには，常設式のものと仮設式のも

のがあるが，消防用ゴンドラは使用上の特殊

性から，可搬，仮設式のデッキ型ゴンドラを

基本とし，屋上に仮設した支点から垂らした

2本の吊りワイヤーロープを伝って，昇降装

置により昇降する。

(2) 昇降装置

昇降装置は，エンドレスワインダーとモー

ターで構成され，原理は，荷重がかかった際

のワイヤーロープの張力を利用してエンドレ

スワインダーの中にある「ベルクランク機構」

のメーンレバーを動かし，反対側に取付けら

再掲周

写真 1 消防用ゴンドラ

れたローラーでワイヤーロープをシープに押

付け，この際に発生する摩擦力で荷重をささ

えてモーターで巻き込んだワイヤーロープを

下方に垂らし，昇降する構造としている。(図

1参照)

メカニカルフレ-.f

。ーラ

ハンドル岨 シーブ

AG7レーキモー?ー 11
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図 l エンドレスワインダーの構造

(3) 屋上支点確保装具

屋上に吊りワイヤーロープを固定する固定

物がない場合，ひさし，パラペット，ペント

ハウス等を活用して支点を設置する。

建物によって屋上の状況が異なるため支点

や設定方法も異なる。

屋上支点確保装具には，次のようなものが

ある。

ア突りょう

屋上に台付けとなるペントハウス等の固

定物がある場合，パラペット上に置き，固

定物に確保用のワイヤーロープ(台付けワ

イヤーロープ)，文は反対側のパラペットに



プ

S 

、..‘.畑、‘匹、会、
、. . 

二'屯恥

、.

' 
、一ー

、

‘ 、
' 

司.唱

o 

ブック

ワイヤ

ブック

2参顕)

りのフック教付け

と

さ寄りょう

寺普通

防止談議室おもり

ふ-一‘一、 l、‘ J 、、、一省. . 
'i 、

‘也、‘. -巴令告 . 

‘ ‘7.. ‘ 紛争、・
-・‘弘

、. .棚、
;i 曹、

‘・e

a・‘・、"智守工
・

“."  .、， . 
4‘篭 A・、

J ・“¥・、<<" .、色、恥， 一四一 、 p ‘ 
?こ鳴 ‘・、，ー.‘鳴

も輪切也 .， ... -~- ~ 也腸 徐、ャ 、 一 一 一 ・
e岨晶， 、 、崎、-・‘1込年

‘弘 司. 亀・，、・‘... 
也、働恥“、 様 、、 . ・偽 . ， 
~ -崎輪、

プo 台付けワイヤ

ブロ吊りて7イヤ

ゴンドラ
ブックへ突りょう、

突~)ょうの穫期方法

ブッグ点目山イ

U怒っ7ツノぐうラる霞定物がなく，~1 と

フック吊~)4 てパラペットょにペットの

じてスライドアームパラペット

(4) りピンに吊ちワ

る。{図 3

さみ込み，して

二ぞレ
相μてア

/ をイヤーロ

にメカニカ

るo

lセット装備し，

ち，し

タモの

エンドレスワインダ

ゴンドラ

ワイヤーロー

:fを，

レーギ子会内蒸し，

議うるいり，

ゴンドラ

レJv 

イ

その

に場

ワイ

:zロープ

〉え

(25"'-'30m/min) 

ライブライ

ゴンドラ

をゴンドラを構み，ロの費用方法自3 

防止するものである。

ウのパラペット ιとしL，

ローりワイヤ社ブックり

るものでゴンドラり，る。

けたリミットスイッゴンドラ本体に

して作動し，

り

災対側のパラペット

ブックウ

ゴジドラの動きをと付るヒサシ記

る。するものよ4 ~こしhのブックを

に型付けて，

エンドクリップ

吊りワイヤーロ

エ

(89) 

る。う



ちワイヤーロー アら抜ける

を

自
の るものである。 ブツ

を

パ:ラン をゴンドラ本部に取付け，

きを検知し，

躍。認し九0

iイ} 罷上記命{すけ用 し ナ<l:' 

ザ
ヴ
/

い
ト
'

数

ン
諌

ゴ

し，

るG ブック した。

2系議{ゴンドラfJl1j，地上(制御盤)fJltl) 

三うる換作装置が誤って同時に諜作できない

よう ιずるものである O

キ溺電しゃ

ゴンドラ本体的縦鍔盤に取付け，制錦盤

(ウ) 突りょう，自在フッタそパラペット

に設定し，詣窓フックを応、題した台付け

ゴンドラを高ちれずでパラペット

の突ちょう，自在フックの状況

した。

カ

イ ゴンドラ に要する

しで 5rn昇降させ

に分けてその所

なお，

ドラ しながら

。

吊りワイヤーロープ

保護枠

カ

キ

ク

ケ 強議れとおける吊ちワイヤ…ロープ，ゴ

ンドラの状読護器 開5

コ ゴンドラ昇降中む揺れ関11-.対策の験討

サびょう打鏡の性能錨認実験守主主び宵壊階 エゴンドラ

でのゴンドラ

5搭塔麗に

を澗定し

シ〕

ン

つ

ゴ

行v
」

議i

5m 

GL 

自

(2) 6 

(90) 



b し， コン

ドラ内の し
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(7) ブンドラを吊るしていない時の吊りワ

イヤーロープの状況について観察すると

ともに見速計によち鱗速を測定し

同 ゴンドラを吊るした時のゴンドラの揺

れぷついて観察い最大め揺れ幅と

を

コ ゴンドラ の検討

〈ア7趨み装讃沼ワイヤーロ…プ{誘導用ワ

イヤーロープ)の端末を毘定せずに，ゴ

ンドラを覆載物会し
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定できる位置に吊るして，壁面に対して

水平方向に引張力10，20， 30kgfで引張

り，振れ幅を測定した。

付) 誘導用ワイヤーロープの端末をポンプ

車に固定し， 屋上支点と ポンプ車の固定

点の中間にゴンドラを吊るし，前(ア)と 同

様に行った。

(ウ) ゴンドラに200kgの重量物を乗せ，前

(ア')，(イ)と同様に行った。

サ びょう打銃の性能確認実験，及び目標階

でのゴンドラ揺れ防止実験

(ア) 建物の外壁面にびょう 打銃の打ち込み

力を変えてア ンカーピンを打ち，その性

能を確認した。

付) ゴン ドラ を地上に近い位置に停止し，

ゴン ドラ内で場所を変えてびょう打銃に

よりア ンカーピンを打ち込んだときのゴ

ンドラの振れ幅を測定した。なお，あら

かじめ屋上からゴンドラまでの距離を測

定しておいた。

(ウ) 壁面に打ち込んだア ンカー ピンにゴン

ドラを固定した後，ゴンドラを揺らし，

その状況を観察した。

(3) 実験結果

ア 屋上支点設定方法の確認

実験結果については表 2に示すとおりで

ある。

表 2 屋上支点設定方法の確認結果

項 目 結果

台付けlfJの固定物が必要。l'i1.J'虫で

突り ょう を設定 した状況
は使用できなし弘島みのないパラ

ぺ y トでは使用できなし、

(写主主 2参照)

取付l:t可能なパラペッ トにのみ佼

上・ 下アーム式白在フック をノマ 用可能。単独で使用できるが，パ

ラペット仁に設定し た状況 ラペットの強度が問題。

(写真3参照)

ひさし，パラペットに使用でき る

S塑 フック が，ワイヤーロープの展調角度が

問題。

監に門部やひさ しがある場合のみ
L !~i 自 在 フッ 7

有効。

応用として後方のパラペッ トに台

十・下ア ム式自在フック 付け用として使用可能。

(:写山 4参照)

1.:'りょ う及び kアーム式 ~りょ う 前方下方に傾き台付け側は;)cm程

自在ブックをパラペット の状況 度浮いた。 (写真 5参照)

トに設定しトア ム式11

:{{フックを台十Iけとして 式tアーム しっかりし ており ，-t&安心感が
11:{状E7 ゴンドラ を設返した。 ック i)c あった。
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写真 2 突りょうの設定状況

写真 3 自在フック(上アーム式)の設定状況

写真 4 自在フック(下アーム式)を台付け用と

して使用した状態

写真 5 突りょうが前のめりとなった状態

イ ゴンドラ設定に要する時間測定

実験結果については表 3に示すとおりで

ある。



表 3 ゴンドラ設定に要する時間

項 目 経過時間 所要時間

操作始め

資器材を屋上に搬送終了 57t40秒 5分40秒

支点設定終了 87t33秒 2分53秒

吊りワイヤーロープ設定終了 2分37秒

電源・制御ケープル接続終了 127t40秒 l分30秒

ゴンドラ設定終了 137t40秒 I分00秒

ウ 昇降速度の測定

実験結果については表 4に示すとおりで

ある。

表 4 昇降速度測定結果

条 件 方向
所要時間 平均速度

(秒) (m/min) 

積載物なしで 5 上昇 26.5 1l. 3 

m移動 下降 26.9 1l. 2 

200乗kgせのて重5量物 上昇 26.6 1l.3 
を m移

下降動 25.8 1l.6 

エ ゴンドラを傾けて昇降させた時の自動傾

斜矯正装置の矯正時間，及び矯正距離の測

定

実験結果については表 5に示すとおりで

ある。

表 5 自動傾斜矯正装置の矯正時間・矯正距離

矯正時間 矯正距離 平均速度
条件 方向

(秒) (cm) (m/min) 

積載物なし 上昇 6.2 110 10.6 

で移動 下降 13.5 245 10.9 

20物移Okg動をの乗重
上昇 6.8 115 10.1 

量せ
て 下降 6.5 90 8.3 

オ 荷重の偏りによる昇降状況の確認

実験結果については表 6に示すとおりである。

表 6 荷重の偏りによる昇降状況

方 向 状 況
所要時間 平均速度

(秒) (m/min) 

上昇 正常 26.5 11.3 

下降 正常 25.3 11.9 

カ 安全装置の作動状況の確認

実験結果については表 7に示すとおりで

ある。
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表 7 安全装置の作動状況

装 置 名 昇降操作 スイッチON 結果

非常停止装置 ゴンドラ ゴンドラの非常停止スイッチ 正常

巻過防止装置 ゴンドラ ゴンドラのリミットスイッチ 正常

制御盤 ゴンドラの上昇スイッチ 正常

同時操作
制御盤 ゴンドラの下降スイッチ 正常

防止装置

フ'

レ

キ

'性

ム目K E 

制御盤 ゴンドラのリミットスイッチ 正常

条 イ牛 方向
所要時間 平均速度

(秒) (m/min) 

積載物なし 上昇 25.9 11.6 

で移動 下降 25.2 11.9 
電磁プ

200物移kg動をの乗重
上昇 26.6 1l.3 レーキ解 量せ

除 て 下降 26.0 1l.5 

方向
制動距離 制動時間

メカニカ
(cm) (秒)

ルプレー 積で載移物動なし
キ制動

下降 。 。
200物移kg動をの乗重量せ 下降 。 。
て

キ 手動昇降装置の作動状況の確認

実験結果については表 8に示すとおりで

ある。

表 8 手動昇降装置の作動状況

ハンドル 方向
移動距離 ハンドル l回転当たり

(cm) の移動距離 (cm) 

右
上昇 7.0 0.7 

下降 7.0 0.7 

左
上昇 7.0 0.7 

下降、 7.0 0.7 

(注)移動距離はハンドル10回転あたりの移動距離で

ある。

調り

起

動

時

ク 消費電力の測定

実験結果については表 9に示すとおりで

ある。

表 9 消費電力の測定結果

定 条 件 電流値 (A) 消費電力(KVA)

地上 上昇 26 5.2 

上昇 26 5.2 
途中階

下降 28 5.6 

15 3.0 上昇
昇降時

下降 20→14 (安定) 4.0→2.8(安定)

ケ 強風下における吊りワイヤーロープ，ゴ

ンドラの状況確認

実験結果については表10に示すとおりで

ある。



表10 強風下における吊りワイヤーロープ，ゴン

ドラの状況

名 称 状 況 風速測定場所

吊り -大きく波をうった。
訓練塔北西側

ワイヤー -壁画に叩きつけられること
5階屋上

ロープ はなかった。

-風向にもよるが，壁面に対
して水平方向，垂直方向に
揺れた。

-屋上に近いほど，地上に近
訓練塔北西側

いほど揺れは少ない。
5階屋上

ゴンドラ
2 ， 3， 4階の位置での揺れ

3階
が顕著に認められた。

地上
-最大揺れ幅(ゴンドラ停止
状態)

階層 3階
水平方向 約 150mm
垂直方向 約 120mm

風向，風速:西の風， 3 ~13m/min 

コ ゴンドラ昇降中の揺れ防止対策の確認

実験結果については表11に示すとおりで

ある。

表11 揺れ防止対策の確認結果

-誘導用ワイヤーロープ固定なし

支点、からゴンドラまでの距離 17.30 (m) 

荷重条件 積載物なし

引張力 (kgf) 10 20 30 

揺れ幅 (m) 0.5 0.92 1. 35 

荷重条件 200kg積載

引張力 (kgf) 10 20 30 

揺れ幅 (m) 0.33 0.63 0.95 

-誘導用ワイヤーロープ固定

支点からゴンドラまでの距離 10.25 (m) 

壁面から固定点までの距離 8.60 (m) 

壁面からゴンドラまでの距離 5.00 (m) 

荷重条件 積載物なし

引張力 (kgf) 10 20 30 

揺れ幅 (m) 0.22 0.57 0.99 

荷重条件 200kg積載

引張力 (kgf) 10 20 30 

揺れ幅 (m) 0.11 0.42 0.72 

-ねじれ防止には非常に効果がある。
そ の イ也 -壁面から離れて昇降するので壁面に

凹凸があっても接触の心配がない。

サ びょう打銃の性能確認実験，及び目標階

でのゴンドラ揺れ防止実験

実験結果については表12に示すとおりで

ある。

(94) 

表12 びょう打銃の性能確認実験，目標階でのゴ

ンドラ揺れ防止実験結果

ゴンドラ内の打込み位置 (cm) ゴンドラ移動距離 (cm)

ゴンドフ中央か ゴンドフ上枠か
打込み直前 打込み後らの水平位置 らの垂直位置

60 38 38 

4 34 27 50 

9 31 25 48 

11 22 42 56 

5 18 20 26 

-揺れを防止することが十分可能で

アンカーピンにて
あった。

-左右に打込んだアンカーピンにゴ
ゴンドラを固定し

ンドラを若干降下させて荷重をか
て揺らした抗況

けたところアンカーピン及び壁面
に変形が認められた。

(注)ゴンドラ上枠から屋上までの距離 37.30m 

(4)考察

ア 匡上支点設定方法の確認

(ア) 突りょう

本実験では，ゴンドラを吊るした時，

突りょうが「前のめり」になった。

基本的には突りょうと台付けとの間の

吊りワイヤーロープの角度は15'"'"'90。に

展調することとなっている。(図 7参照)

15
0 

< a <90' 

図 7 ワイヤーロープの角度

本実験では，台付けとして下アーム式

自在フックを突りょうと反対側のパラ

ペットに取付けており，この角度は満足

されている。

本実験では，突りょうの後端部から下

アーム式自在フックまでの距離が長い
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(95) 
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じる。また，
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つ
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ク ゴンドラ鼻持中の揺れ訪止対策
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により擦れ幅をに抑えること

ワイヤーロー

の揺れ誌抑えることができ，

ことが確認でき
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いるゴンドラが壁面から離れる ;アカ五たによっ ゴンドラ
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5. 今哉の課題

消1活用 ンドラ ズか

ら実用 と 今後，

る そ).次にょう えらnるC

(1) 

(2) の設長

(3) ゴンドラを する

(品}

(5) 

(6) 吊りワイヤ ロープ し

(7) ーブノレ，説欝ケ…ブノレ，ワイヤーロ

の開発

の小型イL

(9) トータル的

の




